
をこぼ軽減した.また声術直後に見られる漏斗部狭窄は,

経過と共に軽威した.心電図土のRV音溝の所鋸£畢期

に改善した.LかL弁輪の小さなものやヲPOSもSもem痛e

らない良その手技の窯際についてV豆崩だC3で供驚Lた書

太動脈弁狭窄については憤薮に行っている.大動脈縮窄

で払 術後の再狭窄にたい盲て行っている.動脈管開存

適応は嶺歳以上,体藍望もうk好以L,径6mm昆frと考
えている,

l日時病は↑語りキ2%に冠動脈障害を起こし,心筋梗塞は

発症招粧)､内に多い.胸痛は魂歳以~下では<17,望%,以上

では8宏や野蒜であ-Jだ,37,%は無症慣性心筋梗塞であった.

発症6時間i封句の急性心筋梗塞や号血栓エコ-の見られJ

る例を′こたいしてm-CRを施行Lた.

2日亡減耗病と運動について
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朝起きてから夜寝るまでを全て運動と定義すると,----

臣葺は運動と睦眠の医学に分かれる.

運動心臓病学の分野としてはナ①潜在性心疾患の発見旬

重症度判定砂心機能評価◎治療方針や効梁の鰍憲に用い

る運動負荷試験 ②運動のmnl∵否の欽定 ③リ-ビリテ--

ションや麓複的運動療法を含めた運動療法 藩)健康の維

拷増進 ⑤競技力向上などがあげに凍ノ,運動といっても

多様であり,運動の巨∃的をは-Jきりさせて行うことが遺

棄である事また健康と体力は別であり亨スポ-ツ選手は

体力があ-｡ても健康を寮Lていることがある書

急性心筋梗塞症ではサ退院時目標は3MWYs,以降は

m常生活に必牽な級別TJTsが目標で,齢,母琵Tsをこ達しな

い人には争術を含めた播橡的治療が必要である.運動処

方の考え蓋■としては,蠍目標とする効果をはっきりさせ

る 援)運動の種類帝強度ゆ回数帝時間などの処方を厳格

をこする 寝)運動登施時の監督の着無の授産亨などが豪華

である.

体力づ宅りのための運動の考え方としてき①心臆病で

は,is離洲icで最大運動の80-85%を含む運動 ②糖

尿病号肥満,高脂血症,高血圧では運動強度よりかコ針--

消費を主眼とLてほぼ最大時の50%の運動 ③整形外科

疾患では筋力強化や関節の柔軟性を考癒した運動学など

の配慮が登蟹である.高齢者では,蔓､レ--こリグ効果の

年齢的限界があるので注意が必要である,運動(鼠ポ---

ツ)が内科的疾患に∴翻して有益な磯禽だけでなく,無益

丁トし:-1

な場合や有害な場合(急性炎症など急性疾患全てや黍症
不整脈,心筋症)もある.

スポ-y心嬢は,高校生以上で初めてみられ凍挙動沈

下で似たような緊常があれば病的と考えたほうが齢 ､q

スポ--ツ心臓は運動を止めれば元をこ戻るt洞徐脈曲王-.
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ぼ長期間持続することが,心拡大などが昔のスポ-:Jの

ためということはありえない書初ミh-叫昭急狛ま,選
礎疾患のある人と車軌､人にみられるがサメディかけ Ⅳ7_ソ

タの問題点として,現重三郎検蜜法では発見が困難な小さ

な心筋炎の後遺症があり守護た｢急激なストレスとは何

かHjを内分泌専門医などと椛疹洞で解明する必要がある.

第1帥葛餅潟画像医学研究会

日 時 眉柚訂卜f川iZ封ト ト

牛後2時より
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我府はCTにて水晶体脱臼を認めた症例を経験Lた
ので緒告ずる,

症例;揖歳 男性虫主訴;左視力除数 左眼≠嵐 既往歴;

幼小児期より左視力低下テ臓歳の特産眼打撲.現病歴;

某医院にて水晶体脱臼と眼圧蔓二界を指摘され当院受診し

たLまた同時をこW年来の耳鳴,聴力低下が)精査の為CT

検査を施行LCTにて水晶体脱巨二男が確認された.超音

波検査では体位変換をこて水晶体二二g州の移動が見られた.

CT検査にて左眼球では~絹限郡に水晶体が存在せず限底

部に水晶体と思われる高吸収値が存在する.水晶体脱欝

の診断は超音波検査で自摘転であるかす限穿孔症を伴う外

傷急性期闘£眼球に巨だ迫がかからないCT検査が奉戴
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EMⅠスキャナが導入されたま976年2月から息を鳴8年転

月までのは年間をこ93例の小脳橋角部経脇を経験した.押
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終鞘膜が撒例でそのうちの65例が聴神経臓慶であった.
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fl(LHm一m.ll十tl'Y,LJJ十工../;I,l.}･..聴神軒陣中｣附机転.

ともをここ圧倒的に女'性に多く写お顔舶こ発生しやすい傾向が

あった9両者のUT所属における鑑別の繁盛は(hi:)聴押
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漁場5)はcysも寝な瞳慶であるキ②髄膜腫はwem宅
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I);L<t､ー:紘-ド:.htyいrlrLト=トこ1､LP:m;i"十j∴i∵十寸描鞍で

あるサMR王での鑑別薫としてぼ濃さ聴神経経慶は内耳道

内をこ経癌を認める乎④髄膜腫ではF蟻も鮎絶SCの特徴と

rlHHS1_'一､隼1､十′∴明｢十~.十′㍉ 'i:こ_･†弓二詔∴十:J.帆

前の画像診断が)有用性は高い｡
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平山病の3例に蔑稚躯m挽micM遷漫言を施行Lた結果

について報告した書取用昔装置はシ-メソノ深紅のマグネ
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歳のいずれも男性例で -側上肢遠位部の筋萎縮療筋力低

下魯線維束轡齢を認めた｡結論として予①背教は3例中

望例において正常の琴曲が消失していた.②頚髄では正

常で認められる惑膨大が消焦して澄C漕ぎm/llFl祝 を中心

とした萎縮が認めだつれた-③前属栓をこおいて頚髄の萎縮

関与が推察きれたー最上より平i律義を疑う症例における

射 脊髄蜘麟膿嚢胞の且例

松村健一郎減水 広市場謂鑓 欝鰯 院)高橋 英明
西巻 啓一 (現:小出総合病院脳神経外科)
長嶋 勝 (閏 神経内科う
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背部から右側胸部にかけて痛み出現.以後同部の知覚巣

かしお体額腔}第3頚髄甘トの全知覚親風 左では,節

5頚髄から第3胸髄の知覚巣鷹を認めた.腰椎穿刺では亨

緋包敬三望鳥 蛋白=感m欝/灘と軽度蛋白上界を示した書

神経放射線学的所見ではずMyeloCmlでチ雛且胸椎か

ド〕第慧胸椎の部分で後方のクモ膜下腔が拡大し脊髄を綿

剤封玉排する像が認められたqMR言では,同部をこ一致

して脊柱管内闘漂ば脳脊髄液と等い磯信号強度の辺線

審な膝癖が見られたが,五mも相medu且旦盈㌻Yかe拍挽metk
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し-.i.t<l;!~.領l琳摘1fi･'-:./:県 外招十'磯舶斬経 (}汗 上

脊髄が前方-才芸排浮れている所鼠を認緩流｡Cy紙はァ

且×3cm太であり,壁の 一部は脊髄鰍惑緑二軽く癒着L

me紬はYyにもgx相貌m油量旦息絶Yyかこも凝滞所見は認め
られなかった,

今回我櫓の症例では†術前のM隠す画像であたかも

imt㌘毘medui且汲ryの cySもiciesiomあるいはsyrimkTOm-
y溺組等を考えざるをえない所見であった,これはM挽互

鮒を腰的CS肝油S飢iomによって琵hostim絶好eSを紬
uuJ侶こめなのか芦今後同様の症例をかさね検討し′てい

53炉だmdTed症候鞘こみられた 臨欝官
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先天尊和琴隼奇形があざふれることは千首から知られて

いるが,多軌道断層が封幻視以降き前転水管拡張が臨床的

に捉えられることが分かり外柳こおいてはや内耳奇形の
所見とLて緒号賢されている,

CjTによ-さても船艇水管拡張が捉えだ凍ノることが外国

では報鷺されているが夕本邦では朱だ発表されていない

m'紅より前庭水管拡張(両側性)を明瞭に捉えること

ができた---例を経験した.舶混 CTにより前庭水管拡

張は容易に抽出されることから,本邦で未だ報幣がない
のはず見逃されているためと思われる書


